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1. なぜ地域探究なのか

VUCA
Volatility（変動性）、
Uncertainty（不確実性）、
Complexity（複雑性）、
Ambiguity（曖昧性）

Society 5.0

ＡＩ との共存共栄

脱工業社会 ≒

脱マニュアル社会

1. なぜ地域探究なのか

地域を自分事として考える人材育成

人手不足

高齢化

人口減少

地域の沈没は…

人生を変えてしまう…

2. 探究の狙い・考え方

学問との接続

主体的な学び
（学ぶのは生徒）

体験から学ぶ

（特に失敗）
キャリア教育

×地域を知る「探究」
〇地域は学びの場

2. 探究の狙い・考え方

仮説＆条件を想定する

フィールドで検証する（ＦＷ）

想定と検証結果のズレの原因を考える

地域課題を改善するには？？

2. 探究の狙い・考え方

超Ｄ 次の課題を発見し、プロジェクトⅡへ

Ｄ軸 自分たちで【プロジェクト】を実行する

Ｃ軸 改善への【アクションプラン】を提案

Ｂ軸 地域課題の原因解明する【課題発見】

Ａ軸 既存の何かを知る【調べ学習】

3. 探究の進捗状況

(1)年間スケジュール

(2)テーマと探究班

(3)講演・ワークショップの予定
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3-(3). 講演・ワークショップ

校内ヒアリング

カタリバ（￥）

ＰＭ講習

大学政策
フォーラムＣ．Ｏ．Ｆ

ワークショップ（￥）

4. 先生方へのお願い
(1)伴走的な関わりを

(2)リスク管理

(3)こまった時は遠慮なく

「Ｇ」担当へ！

4-(1). 伴走的な関わりを

・ハンドルを握るのは「生徒」

・先生の探究にしない

・生徒に【言語化させる】

・指導ではなく【伴走】

極力マニュアル化
しません

電話の仕方も調べ
させ、考えさせてく
ださい

4-(2). リスク管理

・信頼関係に基くが…リスクもある

・保険がかかる活動に

・いつ・どこで・誰と会うのか

・依頼状発行

4-(3). こまった時は…
いつでも「Ｇ」担当へ！！

先生方の迷い

→ 一緒に考えましょう！

生徒の迷い

→ 生徒をよこしてください

5. 道外視察のご案内

(1)山形県新庄市 （8/7-9）

(2)岩手宮城沿岸部 （時期未定）

(3)ＳＣＨシンポジウム（2月中旬）
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5-(1). 山形県新庄市

・東北芸術工科大学の高校生対象
サマーキャンプ

・極めて高度な地域探究

・今年度はフィールドが新庄市

5-(2). 岩手宮城沿岸部

・地域探究型学習は被災地で発展

・大槌、遠野、大船渡、高田（以上
岩手）、涌谷、石巻西（以上宮城）

◎大船渡は探究の最先端校！！

5-(3). ＳＣＨシンポジウム

・スーパー・コミュニティ・ハイスクール
（自称）

・実践校の教員や地域関係者が参加

∴視察一回で多くの情報を収集可能


